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【
こ
の
章
の
エ
ッ
セ
ン
ス
】

●
本
年
6
月
総
会
も
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
状
況
に
応
じ
た
対
応
が
引

き
続
き
求
め
ら
れ
る
。

●
対
応
の
１
つ
と
し
て
、新
し
い
株
主
総
会

の
参
加
方
法
で
あ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型

バ
ー
チ
ャ
ル
総
会
が
例
年
よ
り
多
く
の

会
社
で
採
用
さ
れ
、定
着
し
つ
つ
あ
る
。

は
じ
め
に

２
０
２
０
年
の
株
主
総
会
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
も
と
、
各
社
と
も
例
年
の
株
主
総
会

と
は
大
き
く
様
変
わ
り
し
、
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、
規
模
縮
小
、
時
間
短
縮
、
濃

厚
接
触
回
避
へ
の
取
組
み
が
強
く
要
請
さ

れ
る
株
主
総
会
と
な
っ
た
。

２
０
２
１
年
に
入
っ
て
か
ら
も
緊
急
事

態
宣
言
が
発
令
さ
れ
る
等
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症（
以
下
、「
新
型
コ
ロ
ナ
」

と
い
う
）収
束
の
目
途
は
立
っ
て
い
な
い
。

今
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
ど
の
よ
う
な
広
が

り
を
み
せ
る
の
か
、予
測
は
つ
か
な
い
が
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
広
が
り
な
ど
に
よ
り
、

株
主
や
企
業
の
関
係
者
の
健
康
と
安
全
・

安
心
を
十
分
に
確
保
で
き
る
段
階
に
至
る

ま
で
、
総
会
の
規
模
縮
小
を
継
続
す
る
企

業
が
多
い
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。

一
方
で
、
そ
の
よ
う
な
環
境
下
で
も
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
、
年
間
を
通
じ
た
株
主

へ
の
情
報
発
信
の
拡
充
、
株
主
総
会
当
日

の
対
話
手
段
の
多
様
性
の
確
保
、
対
話
す

べ
き
内
容
等
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
必

要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
株
主
総
会
当
日

が
対
話
の
場
と
し
て
の
位
置
づ
け
も
あ
る

な
か
で
、
本
年
６
月
総
会
は
、
バ
ー
チ
ャ

ル
株
主
総
会
等
の
ウ
ェ
ブ
活
用
、
事
前
質

問
の
受
付
け
や
ビ
ジ
ュ
ア
ル
資
料
の
総
会

前
開
示
等
、
株
主
と
の
対
話
の
充
実
に
繋

が
る
よ
う
な
動
き
を
さ
ら
に
進
め
る
こ
と

が
望
ま
れ
る
。

本
章
で
は
、
２
０
２
０
年
の
株
主
総
会

に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
を
振
り
返
り

つ
つ
、
本
年
６
月
総
会
会
社
の
株
主
総
会

運
営
の
留
意
点
に
つ
い
て
述
べ
る
。

な
お
、
文
中
、
意
見
に
わ
た
る
部
分
は

筆
者
の
私
見
で
あ
る
こ
と
を
お
断
り
申
し

上
げ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
株
主
総
会
の

現
状図

表
１
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
大

き
く
な
り
始
め
た
２
０
２
０
年
３
月
総
会

以
降
の
平
均
来
場
株
主
数
お
よ
び
所
要
時

間
の
推
移
で
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

が
や
や
和
ら
い
だ
時
期
に
は
、
来
場
株
主

数
や
所
要
時
間
の
減
少
幅
が
や
や
小
さ
く

な
っ
て
い
る
が
、
基
本
的
に
来
場
株
主
数

は
前
年
比
約
70
〜
80
％
減
少
、
所
要
時
間

は
前
年
比
約
30
～
40
％
短
縮
で
推
移
し
て

い
る
。

冒
頭
の
と
お
り
、
本
年
６
月
総
会
も
前

年
同
様
、
足
元
の
感
染
症
拡
大
状
況
も
考

慮
し
な
が
ら
来
場
株
主
数
を
抑
制
し
て
行

う
こ
と
を
前
提
に
総
会
運
営
を
検
討
す
べ

き
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の

基
本
的
な
取
組
み
方
針

コ
ロ
ナ
禍
の
総
会
の
開
催
に
あ
た
っ
て

は
、
株
主
お
よ
び
会
社
の
役
職
員
の
安
全

（
健
康
）が
最
優
先
で
あ
る
こ
と
が
基
本
的

な
大
方
針
と
な
る
。
そ
の
う
え
で
、
感
染

拡
大
防
止
策
と
し
て
、
①
来
場
者
の
抑
制

と
事
前
行
使
へ
の
誘
導
、
②
総
会
場
で
の

感
染
拡
大
防
止
対
策
の
徹
底
、
③
総
会
時

間
の
短
縮
化
の
観
点
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

対
応
策
に
つ
い
て
検
討
、
実
施
す
る
べ
き

で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
総
会
は
平
時
の
総
会
と
は

運
営
面
で
異
な
る
点
も
多
く
、
場
合
に

よ
っ
て
は
株
主
の
権
利
を
一
定
程
度
制
限

す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
自
社
ウ
ェ
ブ
サ

基
本
的
対
策
か
ら
バ
ー
チ
ャ
ル
総
会
ま
で

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

総
会
運
営
の
実
務
対
応


